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１．事業の概要

国立公園等の風致景観・自然生態系や鳥獣の生息環境に悪影響を及ぼし

ている大型ほ乳類（ニホンジカ）について、個体数等データの収集、対策

の枠組み構築、保護管理計画の作成及び被害対策の実施等により保護管理

の強化を図り、国立公園の風致景観の維持及び自然生態系の保全に資する

ことを目的として既に対策を実施している知床、尾瀬及び大台ヶ原につい

て対策強化を図ると共に、南アルプス等これまで対策が講じられていない

地域について緊急に対策を講ずる。

２．事業計画

１年次 学識者、関係者による検討会の設置（現況把握・評価、管理方針

検討及び緊急対策の検討）、既存データ収集整理・データ収集

２年次 検討会による保護管理計画の検討（管理方策検討等）・策定及

び合意形成、データ収集並びに緊急対策（試験捕獲、希少植物の

食害防止柵設置等）の実施

３年次 対策（個体数調整・防護柵設置等）の本格実施及び検討会による

対策・効果の検証

４年次 対策の実施及び検討会による対策・効果の検証

５年次 対策の実施及び検討会による対策・効果の総合評価

※計画は、標準的なもので、各地域により異なる。

３．施策の効果

植物群落等の保護対象を大型ほ乳類による被食から防護するための施設

設置や大型ほ乳類の捕獲を行って個体数を調整することにより、植物群落

の消失や森林植生の変化を抑制する。

４．備考

自然環境保全調査費 ４３，９５８千円

（内訳）

知床地域エゾシカとの共生推進事業 １１，２８４千円

尾瀬地域ニホンジカとの共生推進事業 １０，９５６千円

大台ヶ原地域生態系保全対策事業 ９，７７０千円

南アルプス地域高山植物等被害対策事業 １１，９４８千円
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